

















The trial and result of an effect to improve a kendo lesson
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②相手の面打ちを受けることができましたか。     
2 時限目
①面を打つことができましたか。　
②胴を打つことができましたか。   
3 時限目
①小手・面を打つことができましたか。                                           
②払い面を打つことができましたか。                                            
4 時限目
①面抜き胴を打つことができましたか。　　　　　　　　　　　　　　　　           
②面抜き胴の動き方が分かりましたか。　　　　　　　　　　　　　　　　           
5 時限目
①面抜き胴を打つことができましたか。　　　　　　　　　　　　　　　　          
②ねらい通りに胴を打つことができましたか。　　　　　　　　　　　　　           
6 時限目
①小手を打つことができましたか。　　　　　          
②小手の打ち方が分かりましたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　           
7 時限目 ①小手抜き面を打つことができましたか。
8 時限目
①自分から技を打つことができましたか。　　　　　　　　　　　　　　　           
②相手の技に対して打つことができましたか。　　　　　　　　　　　　　           
③今までできなかった技に挑戦することができましたか。　　　　　　　　　　       
9 時限目
①自分の思った通りに攻めたり守ったりすることができましたか。 　　　           










































①胴打ちのポイントを見つけることができましたか。    
②胴の受け方が分かりましたか。
3 時限目
①小手・面のポイントを見つけることができましたか。                             
②払い面のポイントを見つけることができましたか。
4 時限目
①面抜き胴の動き方のポイントを見つけることができましたか。　　　　　　　      
②剣道の練習をすると竹刀を思い通りに動かせるようになると思いますか。
5 時限目
①面抜き胴の動き方のポイントを見つけることができましたか。　　　　　　　       
②剣道の練習をすると竹刀を思い通りに動かせるようになると思いますか。
6 時限目
①小手の打ち方のポイントを見つけることができましたか。　　　　　　　　　       
②剣道の練習をすると竹刀を思い通りに動かせるようになると思いますか。
7 時限目
①小手抜き面の動き方が分かりましたか。　　　　　　　　　　　　　　　           
②小手抜き面の動き方のポイントを見つけることができましたか。　　　　　　       
③剣道の練習をすると竹刀を思い通りに動かせるようになると思いますか。
8 時限目 ①技のポイントを見つけることができましたか。
6表 5 　「技能」の指導内容（第 1 学年及び第 2 学年）


















































※「払い技」は第 3 学年の学習内容であるが，打ち込む隙がないときに相手の竹刀を払って打つことから第 1 ・ 2 学
年でも取り入れることとした。そのため引き技は第 1 学年及び第 2 学年で例示されているが，本研究では第 3 学年で
取り入れることとした。
表 6 　「態度」の指導内容（第 1 学年及び第 2 学年）





















① 　毎時間のごく簡単な試合では，第 1 から第




表 7 　「知識，思考・判断」の指導内容（第 1 学年及び第 2 学年）


































































































































































































束させた。 1 人 3 本勝負とし，胴が何本打て
るかを競わせた。





④ 　第 8 時から第10時では，課題学習の時間を




















































































































































 表８ 楽しさに関する形成的授業評価 








































































 表８ 楽しさに関する形成的授業評価 
図 3 　攻防の楽しさの評価（第 8 時）
表 8 　楽しさに関する形成的授業評価
楽しかったですか。（ 4 点満点）
1 時間目 2 時間目 3 時間目 4 時間目 6 時間目 7 時間目 8 時間目 9 時間目
3.16 3.21 3.19 3.39 3.33 3.66 3.57 3.49
11中学校における剣道の授業改善の試みと成果
たりして，剣道の「攻防の楽しさ」を味わわせ
ることに焦点を当てた授業実践をし，教材の有
効性について検証した。その結果，次の 3 点が
示唆された。
① 　単元の最初の段階からごく簡単な試を取り
入れることは，剣道の楽しさを味わわせるこ
とに有効である。
② 　技の練習では，相手の打ちをかわして打つ
「面抜き胴」と「小手抜き面」の評価が高い
ので，面打ちなどの基本打突と関連づけて指
導すると効果的である。
③ 　攻撃と防御の役割を交代したり，打つ部位
を制限したりして試合を行うと，判断がしや
すくなるために打つ機会が保障され，攻防の
楽しさを味わわせることができる。
参考文献
文部科学省（2008）中学校学習指導要領解説保健体育
編．Pp99-117
柴田一浩（2010）武道の教材づくり・授業づくり．高
橋ら編．新版体育科教育学入門．大修館書店．
pp.171-178
岩田靖（2010）体育の教材・教具論．高橋ら編．新版
体育科教育学入門．大修館書店．pp.54-60
岩田靖・中村泰之・三井清喜（2009）「対人的技能の面
白さ」をクローズアップする―剣道の教材づくり
―．体育科教育57⑼：62-67
